
郷土郷土郷土郷土のののの古文書古文書古文書古文書    
「「「「そのそのそのその２２２２    伊達政宗伊達政宗伊達政宗伊達政宗のののの白萩所望状白萩所望状白萩所望状白萩所望状」」」」 

 解説  

これは、仙台藩主伊達政宗が武蔵国多摩郡横沢村(現あきる野市横沢)にある、真言宗の古刹大悲願寺
こ さ つ だ い ひ が ん じ

に宛てた書簡です。当山第十五世秀 雄
しゅうゆう

は第十三世海誉上人
かいよしょうにん

の弟子で、政宗の末弟です。そのためか政宗は何回か当地を訪ねたといわれています。この書簡には、政宗が以前に来

山した時、庭の白萩が見事に咲いていたが、その時は遠慮して帰り、後日わざわざ飛脚を以って白萩を所望してきた旨が書かれています。書

かれた年は『政宗公実記』より、元和９年（１６２３）と推定されます。月日は陰暦を用いているため、現在の９月下旬となります。 

昔の書状の書き方は ｢態以飛脚・・・｣のところから書き出し「・・・恐惶謹言」まで書いて、書ききれない場合に追而
おって

書
が

きの所へ書き進

み、もっと書く場合、最初の１、２行目の行間、次は２、３行目の行間へと書き進むので、読むときもその順番となります。 

＊尚大悲願寺に残る古過去帳には秀雄
ヲ

とかなをふってあるものがあります。 
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わ
ざ
わ
ざ
飛
脚
を
立
て
て
申
し
入
れ
ま
す
。

こ
の
間
、
そ
ち
ら
へ
行
っ
た
と
き
に
は
お

会
い
で
き
て
満
足
で
し
た
。
 

頼
み
た
い
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
 

あ
の
時
、
お
庭
の
白
萩
が
ひ
と
き
わ
見
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だ
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分
け
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も
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い
た
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の

で
す
。
 

先
日
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せ
な
く
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、そ
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ま
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帰
っ
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過
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て
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た
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